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１．はじめに
2006（平成 18）年に教育基本法が改正された。第
2条〔教育の目標〕は実質的な新設であり、多くの教
育目標項目が設けられた。なかでも第 5号の「我が
国を愛する態度の養成」（伝統と文化を尊重し、それ
らをはぐくんできた我が国と郷土を愛するととも
に、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与す
る態度を養うこと）は、規定導入の際にもっとも議
論を呼んだ。
改正教育基本法を受け、学校教育法は義務教育の
目標、各学校段階の目的・目標の規定の改正が行わ
れた。これらの改正の内容等を踏まえて、2009（平
成 21）年に高等学校学習指導要領の改訂が行われ
た。高等学校家庭では、「人間の発達と生涯を見通し
た生活の営みを総合的にとらえ、家族・家庭の意義
と社会とのかかわりについて理解させるとともに、
生活に必要な知識と技術を習得させ、家庭や地域の
生活を創造する能力と主体的に実践する態度を育て
ることを重視し」、改善の具体的事項のひとつに
「（ア）家庭を築くことの重要性、食育の推進、子育
て理解や高齢者の肯定的な理解や支援する行動力の
育成など少子高齢社会への対応、日本の生活文化に
かかわる内容を重視する」ことが盛り込まれた??（下
線は筆者）。
齊藤弘子は、改正教育基本法第 2条第 5号を受け、
小中高等学校の各教科の新教科書には、「伝統文化」
がカラー写真で飾られたと報告する。そして、「伝統
文化オンパレードの中で、家庭科で扱いたい生活文
化と伝統文化の違いはどこにあるのでしょうか」と
問いかける??。
本稿における筆者の問題意識も斎藤と同様であ
り、「家庭科における生活文化の学びとは何か」を深
く追究してみたい。そのために、まず本稿では高等
学校普通教科家庭の 1科目である「家庭総合」に焦
点をあて、2009（平成 21）年度告示学習指導要領家
庭の記述やその解説、また 2013（平成 25）年度から
使用された「家庭総合」の新教科書の分析を通して、
家庭科教育における生活文化の学びについて考察す
るための視座を導き出すことを目的とする。
２．方 法
分析対象とするのは、2009（平成 21）年度告示高
等学校学習指導要家庭（以下、「学習指導要領」）お
よび高等学校学習指導要領解説家庭編（以下、「解
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説」）における「家庭総合」に関する記述内容と、2013
（平成 25）年度使用の高等学校「家庭総合」6社 6冊
の教科書における生活文化に関わる内容について検
討した（表 1）。
分析は、①「学習指導要領」およびその「解説」
から、生活文化に関する記述を確認する、②各教科
書から生活文化に関連する章や節、項を抜き出す、
次に、生活文化そのものを論じた記述をとりあげる、
という手順で行う。
３．結 果
⑴ 学習指導要領における記述
本稿が対象とする高等学校普通教科「家庭」の 1科
目である「家庭総合」は、その内容が「（1)人の一
生と家族・家庭」「（2)子どもや高齢者とのかかわり
と福祉」「（3)生活における経済の計画と消費」「（4)
生活の科学と環境」「（5)生涯の生活設計」「（6)ホー
ムプロジェクトと学校家庭クラブ」の 6つの大項目
で構成されている。標準単位数は 4単位である。
生活文化が関係するのは、内容「（4)生活の科学
と環境」においてである。当該内容は「生涯を見通
したライフステージごとの衣食住の生活を科学的に
理解させ、先人の知恵や文化に関心をもたせるとと
もに、持続可能な社会を目指して資源や環境に配慮
し、適切な意思決定に基づいた消費生活を主体的に
営むことができるようにする」という目標のもと??、
「ア 食生活の科学と文化」「イ 衣生活の科学と文
化」「ウ 住生活の科学と文化」「エ 持続可能な社
会を目指したライフスタイルの確立」の 4つの小項
目で構成されている??。
「ア 食生活の科学と文化」の目標は「栄養、食
品、調理及び食品衛生などについて科学的に理解さ
せ、食生活の文化に関心をもたせるとともに、必要
な知識と技術を習得して安全と環境に配慮し、主体
的に食生活を営むことができるようにする」であ
る??（下線は筆者、以下同じ）。
「イ 衣生活の科学と文化」の目標は「着装、被
服材料、被服の構成、被服製作、被服管理などにつ
いて科学的に理解させ、衣生活の文化に関心をもた
せるとともに、必要な知識と技術を習得して安全と
環境に配慮し、主体的に衣生活を営むことができる
ようにする」である??。
「ウ 住生活の科学と文化」の目標は「住居の機
能、住空間の計画、住環境などについて科学的に理
解させ、住生活の文化に関心をもたせるとともに、
必要な知識と技術を習得して、安全と環境に配慮し、
主体的に住生活を営むことができるようにする」で
ある??。
「エ 持続可能な社会を目指したライフスタイル
の確立」の目標は「安全で安心な生活と消費につい
て考え、生活文化を伝承・創造し、資源や環境に配
慮した生活が営めるようにライフスタイルを工夫
し、主体的に行動できるようにする」である??。
内容「ア」では「食生活の文化」、内容「イ」では
「衣生活の文化」、内容「ウ」では「住生活の文化」
という文言が使用されている。一方、内容「エ」の
みで「生活文化」という文言が使用されていること
がわかる。
これらの文化は、「解説」においてどのように説明
されているのであろうか。「食生活の文化」「衣生活
の文化」「住生活の文化」については、個別な説明が
なされている。少し長くなるが引用しよう。
「食生活の文化」では「食生活の文化的な側面に
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表１ 対象教科書
出版社 教科書タイトル
A 社 『家庭総合 ともに生きる明日をつくる』
B 社 『家庭総合 ともに生きる・未来をつくる』
C 社 『家庭総合 豊かな生活をともにつくる』
D 社 『家庭総合 自立・共生・創造』
E 社 『家庭総合 明日の生活を築く』
F 社 『家庭総合 パートナーシップでつくる未来』
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表２ 教科書に記載された生活文化に関する内容
A社 指導要領 B社 指導要領 C社 指導要領
伝統の行事食を見てみよう? ⑷ア 四季の彩りと暮らしの工夫 ⑷ア･イ･ウ いろいろな郷土料理 ⑷ア
口 絵
日本の衣食住を見てみよう?
(織物、染物、郷土料理、住まい)
⑷ア･イ･ウ
世界の衣食住を見てみよう?
(民族衣装、料理、住まい)
⑷ア･イ･ウ
食文化
(節)食と暮らしのかかわりを知ろう
(項)食文化を継承する
○日本の食生活
○世界に広がる日本食
○食事のマナーと配膳
⑷ア (節)人と食生活
(項)食文化は気候・風土とともに
○気候・風土と食生活
○一汁三菜の食事様式
○栄養バランスにとんだ新しい日
本型食事
○日本の食文化をまもり伝えよう
⑷ア (節)食生活をみつめよう
(項)食生活の成り立ち
(節)食文化を考えよう
(項)家庭や地域における食文化
○私たちの生活を食文化
○年中行事と食文化
(項)国際性と食文化
⑷ア
調理実習
季節の椀物 ⑷ア 正月料理 6種
田づくり、栗きんとん、かまぼこ
の飾り切り
松風焼き、いりどり、紅白なます
⑷ア 正月料理 3種
だて巻き、煮しめ、紅白なます
⑷ア
衣文化
(節)伝統的な衣服とは？
(項)暮らしに根づいた伝統的な衣
生活
○民族衣装
○日本の民族衣装「和服」
○和服の特徴
○和服と環境
⑷イ (節)人と衣生活
(項)季節・気候・風土と衣文化
○被服と人間生活
○気候・風土と被服
○衣文化の伝承と創造
⑷イ (節)衣生活をみつめよう
(項)衣文化の成り立ち
○気候風土と衣生活
○衣生活の変遷
⑷イ
住文化
(節)文化・環境と暮らし
(項)文化と住生活
○気候風土と住まい
○地域に根づいた住まい
⑷ウ (節)人と住生活
(項)気候・風土と住文化
○日本の気候と住まいの工夫
○住文化と住まいの変化
⑷ウ (節)住生活をみつめよう
(項)なぜ住まうのか
○気候風土と住まい
(項)住生活の成り立ちと住文化
○住様式の変遷
○住生活と住文化
⑷ウ
持続可能な社会
(節)持続可能な社会をめざして
(項)環境にやさしい消費行動
○日常の消費行動をみなおす
⑷エ (章)持続可能な社会をつくる ⑷エ
その他
JAPAN(日本の伝統コラム)
布を大切に使い続けるくふう(裂織)
和装と TPOの例
和服各部の名称と慣用表現
⑷イ
⑷イ
⑷イ
暮らしのポイント
ふろしきと手ぬぐい
テーマ学習
刺し子にチャレンジしよう
⑷イ
⑷イ
Follow up
江戸時代の循環型生活
MOTTAINAI
学習をいかそう
持続可能なファッションをめざして
自然に調和した伝統的な被服
⑷イ
⑷エ
⑷イ
⑷イ
D社 指導要領 E社 指導要領 F社 指導要領
口 絵 チャドの家族の 1週間分の食事古い民家
⑷ア
⑷ウ
さまざまな発酵食品
色と文様
⑷ア
⑷イ
食文化
(節)食生活と文化
(項)日本の食文化
○日本における食文化の成り立ち
○現代に伝わる日本料理
○郷土食・行事食・伝統食品
○新しい食文化の成立
(項)世界の食文化
○世界の主食
○世界の料理
⑷ア (節)食生活の文化
(項)食文化って？
(項)日本の食文化を考えよう
○日本の食文化の背景
○日本の食文化の特徴
○食器と盛りつけの食文化
(項)行事食・郷土料理って何？
○行事食には
○郷土料理
⑷ア (節)人と食物とのかかわり
(項)人は何を食べてきたのか
○食文化の形成
○世界の食文化
(項)日本の食文化の形成
(節)食事の計画と調理
(項)調理から後かたづけまで
○食事(食卓作法)
⑷ア
調理実習
伝統料理を見直そう
具だくさんのだんご汁
⑷ア 正月料理 4種
松風焼き、くりきんとん、柿なま
す、いりどり
⑷ア
衣文化
(節)衣生活の文化と知恵
(項)生活文化と被服
○衣替え○通過儀礼と被服
○文様・家紋○染織工芸品
(項)繰り回しの知恵
⑷イ (節)衣生活の文化
(項)日本の衣生活
(項)現代に生かされている日本の
伝統文化
⑷イ (節)人と衣服のかかわり
(項)ライフステージと衣服
○節目における衣服
(節)衣服をつくろう
○古着を利用して布ぞうりをつく
ろう
⑷イ
⑷イ、エ
住文化
(節)住生活の文化
(項)気候風土に応じた住居
○日本各地の住居
○伝統的な省エネルギーの住宅
○世界の住居
(項)伝統的な日本の住居の工夫
○和室のしつらいと季節による対
応
○町屋の工夫
⑷ウ (節)人間と住まい
(項)知恵がつまった日本の住まい
をいかそう
⑷ウ (節)人と住まいの文化
(項)人と住まいのかかわり
○風土と住まい
(節)住まいと住まいの文化
(項)住まいの移り変わり
⑷ウ
持続可能な社会
(節)持続可能な社会に向けたラライ
フスタイル
(項)古いものが新しい？
⑷エ (節)持続可能な社会環境
(項)環境問題
○MOTTAINAI
⑷エ
その他
コラム
伝承遊び、文様や家紋の例
世界の「MOTTAINAI」
トライ
雑煮を調べよう、浴衣を着てみよ
う
私と仕事
着物文化を伝え守る
⑷イ
⑷エ
⑷ア、イ
⑷イ
コラム
世界の食文化
⑷ア World Note
世界の住まい
⑷ウ
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ついて、行事食や郷土食及びその由来、地域の気候
風土で培われた伝統的な加工食品などに関心をもた
せ、それらの中に生活の知恵が生かされていること
を考えさせる。また、それぞれの地域で伝承されて
きた行事食や日常食を取り上げ、調理実習を通して
食文化を主体的に継承することの意義について考え
させる。
日常の食事における料理の盛り付け方や配膳の仕
方、食器の種類や特徴などについても食文化の視点
で理解させ、様々な地域や外国の食文化についても
関心を持たせる」??。
「衣生活の文化」では「我が国の衣生活の変遷に
関心をもたせ、平面構成である和服と立体構成であ
る洋服の構成上の特徴や被服材料、着装の特徴を理
解させる」「布を使った伝統的な生活の工夫を取り上
げ、現代に生かすことを考えさせる」???。
「住生活の文化」では、「気候や風土に応じた各地
域の住居の特徴や変遷、様々な住様式などを取り上
げ、住生活の文化とその背景について考えさせ
る」???。
記述量の違いはあるが、衣食住文化に関する各々
の内容が解説されていた。また、衣食住に関する文
化遺産について理解すること以上に、それらを主体
的に継承する意義やその文化の背景について考え、
現代に生かすことに力点が置かれているといえよ
う。
しかしながら「解説」において「生活文化」その
ものに対する説明はなされていない。強いていえば
「エ 持続可能な社会を目指したライフスタイルの
確立」を説明した「これまでに築き上げられてきた
家庭や地域においてものを大切にする生活観、例え
ば『もったいない』という伝統的な価値観や、『地球
規模で考え、地域で行動する』（Think globally,Act
 
locally）の意味を認識させる」???という箇所が生活文
化に相当するととらえられよう。
⑵ 科目「家庭総合」の教科書における生活文化
2013（平成 25）年度使用の高等学校「家庭総合」
（6社 6冊）における各教科書から生活文化に関連
する章や節、または項を抜き出したところ、表 2の
ような結果となった。衣食住文化を含む生活文化に
関する内容を、節で構成した教科書が多かった。「学
習指導要領」と同様、食文化・衣文化・住文化に関
する節や項による詳細な説明はあるが、生活文化に
関するそれらはなく、きわめて簡潔な記述のみが数
社の教科書になされていたことがわかった（表 3）。
A社は、各章のはじめに、その章で何を学ぶのか
が一目でわかる「学びの地図」を配置していた。「第
9章 環境」の学びの地図には「環境問題」「ライフ
スタイルと環境」「生活文化の伝承・創造」「持続可
能な消費」が示された。しかし、生活文化に関して
は、本文中での説明はなされていない。
C社は教科書のはじめに「自分らしい、充実した
人生をつくるために?」「こんな力が身につきま
表３ 生活文化に関する記述
A 社 ?第 9章 環境」の「学びの地図」に「生活文化の伝承・創造」が記載されていた（260頁）。
C 社
?こんな力が身につきます?」の「4．生活環境、生活文化をつくる力」。さまざまな人やものとかかわ
る生活環境を見直し、よりよい人生をつくっていく力が身につきます。また、かけがえのないそれぞ
れの家庭や地域に根ざした生活文化を大切にし、さらにそれらを発展させ、新たに創造していく力が
身につきます（5頁）。
E 社
かつて自然環境とのかかわりが直接的で濃厚であった社会は、物質的には貧しかったが、豊かな生活
文化が伝承されていた。たとえば江戸時代の暮らしは、物資は豊かでなかったが高度な循環型社会シ
ステムが形づくられていた。環境配慮型の生活を考えるうえで、今、その生活文化が改めて見直され
ている。現代では技術の開発、生産手段の整備にともなって、必要な物資を対象に生産するしくみが
つくられ、豊かな物資と便利さを求めた文明社会が広がる一方で、人々の生活と自然環境とのかかわ
りは遠ざかり、伝統的な生活文化のもつ意味は薄められてきている。私達はこれまでの生活文化を継
承しつつ、それを更新しながら、今の時代にふさわしい生活文化を生み出す役割を担っている（248
頁）。
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す?」「いろいろな方法で楽しく学びましょう?」と、
家庭科をこれから学ぶ生徒にメッセージをおくって
いる。このうち「こんな力が身につきます?」には、
「適切な意思決定をする力と、科学的に考え行動す
る力」「生活を実際につくっていく技術」「ほかの人々
とともに暮らす力」そして「生活環境、生活文化を
つくる力」の 4つの能力が示された。しかし、A社
と同様に、生活文化に関しては、本文中での説明は
なされていない。
わずか 1頁であるが、もっとも生活文化に頁数を
割いていたのは E社であった。問題解決学習のマー
クである「考えてみよう」のもと、「肥だめ」「古傘
買い」「人力で引越し」「灰買い」「鼻緒の修理」「古
着屋」「地産地消」等、江戸時代の生活文化を示した
イラストと、「江戸時代の暮らしの中で、環境に配慮
したライフスタイルとして参考になる点を探してみ
よう」という課題を提示した。さらに本文で、生徒
自身が伝統的な生活文化と、現代の環境配慮型の生
活を考えながら、これからの時代にふさわしい生活
文化を創造する役割があることを記した。
生活文化を文章中に記述した C社と E社はとも
に、生活文化を継承するだけではなく、それをもと
に創造発展させる役割がわたしたちにあることを述
べている。これは、先の衣食住文化に関する「解説」
にみられた視座と同じである。すなわち、衣食住文
化を主体的に継承する意義やその文化の背景につい
て考え、現代に生かすことに力点を置く視座である。
また、生活文化そのものではないが、「解説」にお
いて、これに相当すると考えられた「これまでに築
き上げられてきた家庭や地域においてものを大切に
する生活観、例えば『もったいない』という伝統的
な価値観」は、6社中 5社の教科書で取り上げられて
いた（表 4）。「もったいない」が「解説」に具体的に
例示されていたことが要因と考える。ほとんどがグ
リーンベルト運動でノーベル平和賞を受賞したワン
ガリ・マータイとともに記載されていた。
表４ ?もったいない」に関する記述
B 社
資源の価値を十分にいかすことなく、むだにしていることがあれば、「もったいない」という伝統的な
価値観にもとづいて、行動をあらためよう（203頁）。
私たちのさまざまな活動が、地球のもつ回復力と調和できるような持続可能な社会の構築をめざして、
「Think Globally,Act Locally」を合言葉に、「MOTTAINAI」の精神をもって行動できる消費者にな
りましょう（199頁）。
C 社 ものは多様な資源からつくり出されている。「もったいない」は、ものや資源をできるかぎり有効に活
用しよう、という気持ちから発せられることば。「持続可能な開発と民主主義・平和への貢献」からノー
ベル賞を受賞した前ケニア環境副大臣のワンガリ・マータイさんにより、日本の「もったいない」精
神にもとづいた生活が、価値あるライフスタイルとして再発見され「MOTTAINAI」ということばで
海外にも紹介されている（201頁）。
D 社
2004年、ケニアの環境副大臣（当時）ワンガリ・マータイさんが日本語の「もったいない」に出合い、
「たった一言で『3つの R』（リデュース、リユース、リサイクル）を言い表しているのが素晴らしい」
と評価。環境問題に取り組む世界へのメッセージとして大事な言葉だと、各地の環境保護活動におい
て「MOTTAINAI」を紹介している。日本では昔からあった「もったいない」という言葉には、限り
ある物を大切に、長く使う昔の人の考え方が表れている。持続可能な社会を目指す現代の私たちは、
この考え方に学び、これからの社会に生かしていこう（120頁）。
E 社
グリーンベルト運動でノーベル平和賞を受賞したワンガリ・マータイ氏が「もったいない」という言
葉の現代的意義を再発見させてくれたように、私たちの生活文化を見直し、新たな環境保全型生活文
化をつくり上げていくことが重要である（248頁）。
F 社
元ケニア共和国環境副大臣のワンダリ・マータイさんは、2004年、植林運動などの環境保護と民主化
への取り組みの功績が評価され、環境分野で初めてノーベル平和賞を受賞した。2005年に来日した際、
日本語の「もったいない」という言葉を知り、地球環境を守る世界共通語にしようと世界各地で訴え
かけた。環境問題を考えるうえで重要な概念であり、限りある資源への感謝の念がこめられている日
本の伝統的な言葉として紹介された（220頁）。
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「解説」で例示された「もったいない」以外の「も
のを大切にする生活観」を取り上げたのは、A社の
みであった（表 5）。A社は「たくさん」を取り上げ、
カンボジアの生活観を例に示しながら、古くから日
本にもあった「ひとつあればこと足りる」「ほどほど
をよし」という価値観を提示した。
４．考 察
本稿において、「学習指導要領」および「解説」、
そして教科書における「生活文化」の記述は極めて
少ないことがわかった。しかも「解説」に例示され
た「これまでに築き上げられてきた家庭や地域にお
いてものを大切にする生活観、例えば『もったいな
い』という伝統的な価値観」以外の生活観を記述し
た教科書はわずか 1冊であった。ほとんどの教科書
で、生活文化は衣食住文化とワンガリ・マータイが
世界に広めることを提唱した「もったいない」で構
成されていた。
これは「生活文化」という言葉の概念規定がいま
だなされていないことが要因のひとつであると考え
る。「家庭科の内容領域のバックボーンともいうべき
役割を果たす学問は家政学である」???。その家政学に
関する研究の進歩と発展を図る目的で設立された学
術団体である（社）日本家政学会〔現（一社）日本
家政学会〕が総力をあげて刊行した『新版家政学事
典』において、「生活文化の定義づけはいまだなされ
ていない」とされている???。つまり、生活文化という
言葉は、学問上、論者によってさまざまな意味内容
をもって使用されている言葉といえる。
一方、一般生活のなかで生活文化は多用されてい
るのが現状である。大学の学部名や学科名、書籍の
タイトル等でよく目にする。
中間真一は、日本経済新聞・日本産業新聞・日本
流通新聞・日経金融新聞の 4紙の記事データベース
から、1994年までの「生活文化」の使用頻度を調査
した。その結果、当該用語のそれは 1984年から現れ
始め（2件）、80年代後半に急激に高まったという（87
年 90件、88年 108件、89年 88件、90年 128件、91
年 149件、92年 118件）。その背景には、利便的なモ
ノへの欲求をベースとしたライフスタイルから、心
の充足を求めたライフスタイルへの変換があったと
中間は分析している???。
一方、寺出浩司によれば、生活文化という言葉は
1970年代の終わり頃から多用されたという。たとえ
ば、行政の分野では「行政の文化化」とか「生活文
化行政」ということに注目が集まり、「生活文化」と
いう名称を冠した部局を設置する自治体がつぎつぎ
と現われた???。実際、東京都には「生活文化局」があ
る。『東京都政五十年史』には、生活文化局創設を「昭
和 50年代にはいり、高度成長から安定成長への移行
にともない、人々の意識はモノ中心主義から心中心
主義、つまり、心のゆとり、生活の質の向上へと変
わり」つつあり、「心の豊かさを実感できる生活を求
めるようになってきた」都民の文化性を促進するた
めに「従来の『都民生活局』を『生活文化局』に改
組した」と記している???。
このようにみると、生活文化という言葉は 1980年
前後に頻繁に使われるようになったことがわかる。
そしてその要因のひとつには、生活の合理性を追究
したモノ中心主義からの脱却、つまり、生活の質へ
の注目があったと考えられる。1960年代の終わりか
ら 70年代にかけての高度経済成長期は、多くの人々
が都市へ移住し、テレビ、洗濯機、冷蔵庫等の耐久
消費財を購入した。日本人の生活様式は大きく変化
した。ところがこうした生活は、環境破壊やゴミ問
表５ ?もったいない」以外のものを大切にする生活観
A 社
?たくさん」と聞いて、あなたはどのくらいの数や量を思い浮かべるだろうか。カンボジア人に聞くと
こんな答えが返ってくる。「二つ以上です」。自分の分はひとつあれば十分なので、二つ以上（たくさ
ん）ある場合、カンボジア人は人に分け与えることを考える。カンボジアでは、食べ物やお金、モノ
をたくさん持つ富める者は、貧しき者に施すべきだという考え方が定着しているのである。このよう
な、「ひとつあればこと足りる」、「ほどほどをよし」とする感覚は、古くから日本にもあった。自分の
まわりで「たくさん」あるものを探してみよう（273頁）。
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題、長時間労働と余暇時間の減少等を引き起こした。
人々は生活の量（モノ中心主義）ではなく、生活の
質に関心が向かったのである。その時期と一致する
ように、生活文化という言葉の使用頻度は高まった。
ところが生活文化をさまざまな辞書で引いてみて
も、その意味は載っていない。文化生活は辞書に載っ
ているが、生活文化は載っていない。このことは、
生活文化という言葉が辞書に載せるほど成熟した言
葉ではないことを意味している。つまり、生活文化
という言葉は学問上も一般生活上も「定義づけはい
まだなされていない」のである。先に引用した中間
は、「かくして、『生活文化』は、わたしたちに豊か
な近未来生活を感じさせる、耳ざわりの良い言葉と
して流通しはじめた。しかし、あらためて『生活文
化とは？』と問われても、いまだぼんやりとした状
態から脱してはいない」???と述べている。不明瞭な
この状況から、生活文化に対する家庭科教育関係者
の明確な共通理解が必要と考える。そのための課題
を、哲学者の三木清が戦前に発表した論考「生活文
化と生活技術」から考えてみたい。
三木は、「生活文化といふ言葉のうちに含まれてい
るのは、生活に対する積極的な態度である」???と述べ
ている。文化を意味する英語のカルチュアまたはド
イツ語のクルトゥールという言葉の語源が耕作を意
味することから、文化とは与えられた自然に働きか
けて人間の作り出すものとしている。わたしたちの
生活も自然の一部である。これに積極的に働きかけ、
これを変化し改造してゆくところに生活文化はあ
る。したがって、生活文化という言葉は、生活に対
する積極的な態度を現わさなければならない。また
三木は、「汝の先祖から譲り渡されたものを、汝が占
有するには、さらにそれをかち得ねばならぬ」とゲー
テの語録を引用し説明する。つまり、生活文化とは、
先達からそのまま継承するのではなくして、生活に
対する積極的な態度や創造を通じて存在するもので
あるといえる。
三木の述べる生活文化に対する積極的な態度・姿
勢は、本稿でみてきた「解説」や教科書の記述から
も読み取れることは確認した。しかし生活様式の具
体性が変化している現在、何を伝承・継承すればよ
いのか、何を家庭科で学べば、わたしたちは生活文
化を創造発展できるのか。これは冒頭に紹介した齊
藤の問いかけである「家庭科で扱いたい生活文化と
伝統文化の違い」とも共通する課題である。
また三木は、生活文化は「生活を明朗に、健康に、
また能率的にするものである。取り除くべきものは、
文化を何か装飾的なもの、贅沢なものとする思想で
ある」「娯楽は生活文化におけるひとつの重要な要素
である」???と述べている。つまり、三木は娯楽を生活
文化の主要な一部であるとしているのである。ここ
で、家庭科教育において生活文化とは衣食住に関す
る文化と「もったいない」だけなのか、家庭科教育
において、三木のいう娯楽、すなわち生活を楽しむ
視点は入る余地がないのか、という課題が浮上して
くる。家庭科教育において、生活文化の中の家事文
化だけを取り扱うのか、それとも生活を広義にとら
え、地域文化や娯楽文化といった生活文化をも対象
にするのか、という課題である。
以上 2点の課題を明らかにすることを通して、生
活文化は家庭科教育のなかでどのようにとらえられ
るのか、共通に理解する必要がある。これに関して
は、稿を改めて報告したい。
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